
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

  本県では、昭和４６年から豚の系統造成試験に着手し、昭和５６年にランドレース種の系統豚である「ボウソウＬ」が完成している。そ
の後、デュロック種の「ボウソウＤ」、「ボウソウＬ」の後継である「ボウソウＬ２」がそれぞれ完成している。しかし、本県では大ヨークシャー
種の純粋種資源が少ないため、大ヨークシャー種の資源確保と、より安定した三元交配の肉豚生産を図るため、大ヨークシャー種の系
統を造成した。 

［成果内容］ 

１．繁殖能力 

 第６世代では産子数10.5頭、離乳頭数9.2頭、育成率94.6％と良好な成績を示した。 

 また、第１世代と比較して産子数で1.5頭、離乳頭数で1.2頭増加した（表２）。 

２．産肉能力 

 第７世代の雄の成績は、１日平均増体重1004ｇ、背脂肪の厚さ1.63ｃｍ、ロース断面積38.9ｃｍ２と改良目標値（表１）に達した
（表３）。 

 また、調査豚の成績では105ｋｇ到達日齢が第７世代で153日と第１世代に比べ２７日短縮された（表４）。 

３．体型 

 全体的に長方形を呈し、中躯が充実し、大ヨークシャー種としての特徴をよく表わしている。 

 特に、乳器が鮮明であり繁殖性に優れている。 

４．近交係数及び血縁係数 

 第７世代における平均近交係数が6.48％、平均血縁係数が20.46％となり、豚系統認定基準を満たした。 

［留意事項］  

 ボウソウＷ（若雌豚）を繁殖に供する時期は、日齢240日以上、体重125kg以上が望ましい。 

［普及対象地域］ 

 県内全域 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

部 門  養豚 対 象  普及 

課題名：系統豚「ボウソウＷ」の性能 

［要約］ボウソウＷは産肉形質の改良だけでなく新たに産子数の改良にも取り組み、第６世代の産子数は10.5頭であり、第1
世代と比較して1.5頭増加している。産肉形質については、１日平均増体重、背脂肪の厚さ、ロース断面積の選抜形質におい
て改良目標値に達している。 

キーワード（専門区分）育種             （研究対象）家畜類－豚  

（フリーキーワード）系統豚 ボウソウＷ 大ヨークシャー種 産子数 

実施機関名 （主査）畜産総合研究センター生産技術部養豚養鶏研究室                  （協力機関）  

（実施期間） １９９４年度～２０００年度 



［成果の概要］ 
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